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✔ＷＨＯ等と連携した国際的な指標づくりWHOとの連携

未病指標

1第178回社会保障審議会介護給付費分科会（令和２年６月25日） 黒岩委員提出資料より



総合的指標の算出のための測定項目

2第178回社会保障審議会介護給付費分科会（令和２年６月25日） 黒岩委員提出資料より



未病指標の実装

スクロールすると
領域ごとにも表示

15項目

性別
年齢
BMI（身長・体重）
血圧（収縮期）

Mini-Cog（3問）

ロコモ５（５問）
歩行速度

音声
（MIMOSYS）

結 果入 力

アプリケーション
【マイME-BYOカルテ】

生活習慣領域

認知機能領域

生活機能領域

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ｽﾄﾚｽ
領域

領域をタップし
結果に応じた
アドバイスを
表示

令和2年3月27日から「マイME-BYOカルテ」に実装

3第178回社会保障審議会介護給付費分科会（令和２年６月25日） 黒岩委員提出資料より



未病指標の精緻化

現在 未来

未病指標の精緻化

未病指標

48

妥当性・信頼性を向上未来予測機能を構築

生活習慣等を追跡
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4第178回社会保障審議会介護給付費分科会（令和２年６月25日） 黒岩委員提出資料より



未病指標の介護現場での活用について

5

未病指標については、県ホームページにも掲載しています。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/mv4/mebyo-index.html

【未病指標の介護分野への導入（目指すこと）】

・LIFEの収集項目への追加

・「質の高いケアで利用者の状態の改善につなげた」
ことの評価
（介護報酬でアウトカム指標として活用）

（第192回社会保障審議会介護給付費分科会において黒岩知事提案）

介護事業所での未病指標の活用
をお願いします

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/mv4/mebyo-index.html


マイME-BYOカルテにおける
「未病の状態を知る」機能の利用方法

V2.0 2021.5

測定しよう！



1. 利用方法「起動方法」

 「未病の状態を知る」機能を起動方法は、次の２通りです。

① 「マイME-BYOカルテ」のTOP画面から起動する。

② 「マイME-BYOカルテ」のメニューから起動する。

または

① ②



2. 利用方法「利用規約・機能に関する説明」

 初めて「未病の状態を知る」機能を起動される方は、「利用規約」と
「機能に関する説明」の画面が表示されます。内容をよく確認し、
測定を開始してください。

（利用規約） （機能に関する説明）



3. 利用方法「生活習慣（身長・体重・血圧）」

 生活習慣に関する項目を入力します。身長・体重・血圧（最高／最低）を
入力してください。

（入力例）
身 長 ： １７０．０㎝
体 重 ： ６５㎏
血圧（最高）： １１０mmHg

（最低）： ９５mmHg

※「マイME-BYOカルテ」の「健康記録」を
活用されている方は、最新の値が反映されます。

※体重と血圧は、毎日決まった時間に測定する
ことが望ましいです。

※身長と体重は小数点第一位まで入力可能です。



4. 利用方法「メンタルヘルス・ストレス」

 メンタルヘルス・ストレスの状態を音声により測定します。
画面に表示される文章をスマートフォンに向けて声を出して読んでください。

【表示される文章】

①いろはにほへと

②あいうえお かきくけこ

③本日は晴天なり

④むかしむかしあるところに

⑤ガラパゴス諸島

⑥とても元気です

⑦昨日はよく眠れました

⑧食欲があります

⑨心が穏やかです

⑩怒りっぽいです

⑪疲れてぐったりしています

⑫上を向いて歩こう

⑬がんばるぞー

※６つ目の文章を読み上げた時点
で、『次へ』ボタンがアクティブ
になります。

※読み上げる文章が多いほど、
正確な値が測定できます。

文章を読み上げたら、
「停止」をタップ！



5. 利用方法「認知機能（記憶テスト等①）」

 認知機能を測るテストを行います。まずは、スマートフォンから流れる３つ
の単語を記憶し、その単語を繰り返します。

※２回まで単語を確認す

ることができます。

※マナーモードを解除し

て音声を流してください。

（例）
リンゴ
太陽
ポスト



6. 利用方法「認知機能（記憶テスト等②）」

 続いて、問題の指示に従い、時計を作成していただきます。

① 時間を示す数字を選択肢から丸の中に持ってきて、

時計を完成させてください。

② 指定された時間を指すよう時計の針を動かしてください。

※時計の数字は、
例です。
実際には、皆様が
作成した時計を使
用し、時計の針の
操作を行います。

① ②



7. 利用方法「認知機能（記憶テスト等③）」

 先ほど覚えていただいた３つの単語を音声で回答してください。

※音声入力が正しくできない場合は、キーボード入力で修正してください。

※単語の回答は順不同です。

単語を音声で回答したら
「停止」をタップ！

※２つ目以降も同様の操作です。



8. 利用方法「生活機能(手足などに関する質問)」

 あなたの生活機能を測定します。手足などに関して、この1か月の状態を
思い出していただき、５つの質問に回答してください。



9. 利用方法「生活機能（歩行速度①）」

 最後に歩行速度を測定します。歩行速度の測定方法は、次の２通りです。

（１）ストップウォッチによる測定

（２）GPSによる測定

10. 利用方法「生活機能（歩行速度②）」へ

11. 利用方法「生活機能（歩行速度③）」へ



10. 利用方法「生活機能（歩行速度②）」

 ストップウォッチにより測定する場合

（１）歩行距離10ｍを測り、測定開始地点と測定終了地点を決めてください。

（２）測定開始地点からおおおよそ４m後ろから測定終了地点まで、いつもの
スピードで歩行を開始し、歩行速度を測定してください。

※測定開始地点を通過する際に

「測定を開始する 」をタップ

※測定終了地点を通過する際に

「測定を停止する 」をタップ

START GOAL

周りによく注意し、
測定しましょう！

測定が完了すると
「未病指標の測定完了」ボタンが
アクティブになります。



11. 利用方法「生活機能（歩行速度③）」

 GPSにより測定する場合

（１）屋外等（人工衛星の電波を受信する場所）で歩行速度の測定をしてください。

（２）測定が終了すると、スマートフォンが振動します。

100ｍ歩行すると、スマート

フォンが振動し、測定終了
をお知らせします。

周りによく注意し、
測定しましょう！

測定が完了すると
「未病指標の測定完了」ボタンが
アクティブになります。



12. 利用方法「結果①」

 総合的なスコアを０～100点で表示します。

 ４領域それぞれについて結果を３段階で表示します。

（総合的なスコア） （４領域のバランス） （４領域の結果）



13. 利用方法「結果②」

 総合的なスコアを表示する画面右上のグラフアイコンをタップすると
過去から現在までの総合的なスコアが折れ線グラフで表示されます。

（総合的なスコア） （総合的なスコアの推移）

横軸の表示期間を「1ヶ月」「3ヶ月」「1年」
の中から選択することができます。

横軸の表示期間を遡る又は進める
ことができます。

縦軸の表示範囲を変更することが
できます。

グラフのプロット（点）をタップすると
その日のスコアが表示されます。
（表示期間が１年の場合は、月平均
スコアが表示されます。）

合計算出日数：「平均スコア」算出に使用した日数です。
平均スコア ：表示期間における総合的なスコアの平均です。

小数点第二位を四捨五入し、小数点第一位まで表示します。



14. 利用方法「結果③」

 各領域の表示をタップすることで、結果に応じたアドバイスが表示されます。



15. 利用方法「結果④」

 「未病改善について詳しく知る」をタップすると、「日本健康マスター検定」
の公式テキストを基に作成した未病改善に資する情報を掲載したページに
リンクします。

※ブラウザが起動します。


